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：

質問Ａ

ａ.売上高 1 2 3 1 2 3
　（出荷高） 増加 不変 減少 増加 不変 減少
ｂ.採算 1 2 3 1 2 3
　（経常利益ベース） 好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
ｃ.仕入単価 1 2 3 1 2 3

下落 不変 上昇 下落 不変 上昇
ｄ.従業員 1 2 3 1 2 3

不足 適正 過剰 不足 適正 過剰
ｅ.業況 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化
f.資金繰り 1 2 3 1 2 3

好転 不変 悪化 好転 不変 悪化

質問Ｂ 業界内のトピック（記述式）

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

※ ＤI値と景気の概況

70

44

柏の景気情報（ ２０２０年１月分 ）

建　　　設 16
14
26

○ 調 査 期 間　　 ：　　２０２０年１月２８日　～　２０２０年２月１４日

○ 調 査 対 象  　 ：　　柏市内１５６事業所及び組合にヒアリング

全 産 業

　　　　　　　　　　＜産業別回収状況＞

33
36.4%
42.4%

回答数
44.9%

回収率

0＞DI≧▲25

０（ゼロ）を基準として、プラスの値で景気の上向きを表す回答の割
合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回
答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇
率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がり
を意味する。

　　　　　　　　　　　ＤＩ値は、売上、採算、業況などの項目についての判断状況を表す。

　　　　　　　　　※ ＤＩ値（景況判断指数）について

調査産業

ＤＩ値 ＝ １増加他の回答割合 － ３減少他の回答割合

調査対象数
156
44

　　  と 調 査 表
 ○ 調 査 方 法  　 ：　　

製　　　造
卸 ・小売
サービス

下記「質問Ａ」をＤＩ値集計し、「質問Ｂ」で「業界内のトピック」の
記述回答。

59.1%

▲25＞DI

35 14 40.0%

特に好調 好調 まあまあ 不振

質問事項
回　　答　　欄

前年同月と比較した
今月の水準

今月の水準と比較した向
こう3ヶ月の先行き見通し

極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0



２０１９年 ２０２０年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 28.5 ▲ 18.3 ▲ 34.2 ▲ 25.3 ▲ 26.0 ▲ 17.1 ▲ 15.7 ( ▲ 12.3 )

建　　　 設 ▲ 10.5 ▲ 10.5 ▲ 20.0 ▲ 10.5 ▲ 10.5 ▲ 31.2 ▲ 18.7 ( ▲ 21.0 )

製　　　 造 ▲ 42.8 ▲ 40.0 ▲ 28.5 ▲ 38.4 ▲ 42.8 ▲ 14.2 ▲ 7.1 ( ±0.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 47.8 ▲ 21.7 ▲ 59.0 ▲ 42.3 ▲ 41.6 ▲ 26.9 ▲ 30.7 ( ▲ 25.0 )

サ ー ビ ス ▲ 7.1 ±0.0 ▲ 21.4 ±0.0 ▲ 6.2 △ 14.2 △ 7.1 ( △ 6.2 )

２０２０年１月業況ＤＩ値（前年同月比）の推移

先行き見通し

【２０２０年１月の業況についての状況】

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１５．７（前月水準▲１２．
３）となり、マイナス幅が３．４ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、サービス業△７．１(同△
６．２)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、建設業▲１８．７(同▲２１．０)である。マイナ
ス幅が拡大する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業▲７．１(同±０．０)、卸小売業▲３０．７
(同▲２５．０)である。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じた業種は、サービス業△１４．２(同▲
６．２)である。マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、製造業▲１４．２(同▲４２．８)、卸小
売業▲２６．９(同▲４１．６)である。マイナス幅が拡大した業種は、建設業▲３１．２(同▲１０．５)で
ある。

○

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１７．１（前月水準▲２６．０)となり、
マイナス幅が８．９ポイント縮小した。
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○

２０１９年 ２０２０年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 21.4 ▲ 23.9 ▲ 47.1 ▲ 18.3 ▲ 13.6 ▲ 12.8 ▲ 7.1 ( ▲ 12.3 )

建　　　 設 ±0.0 ▲ 21.0 ▲ 20.0 ▲ 10.5 △ 15.7 ▲ 31.2 ▲ 6.2 ( ▲ 10.5 )

製　　　 造 ▲ 50.0 ▲ 33.3 ▲ 64.2 ▲ 46.1 ▲ 21.4 ▲ 7.1 ±0.0 ( ▲ 14.2 )

卸 ・ 小売 ▲ 34.7 ▲ 34.7 ▲ 77.2 ▲ 26.9 ▲ 41.6 ▲ 23.0 ▲ 26.9 ( ▲ 29.1 )

サ ー ビ ス ±0.0 ±0.0 ▲ 21.4 △ 15.3 ±0.0 △ 21.4 △ 21.4 ( △ 12.5 )

先行き見通し

　　２０２０年１月の売上ＤＩ値（前年同月比）の推移

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、サービス業△２１．４(同±０．０)であ
る。マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲２３．０(同▲４１．６)、製造業▲７．
１(同▲２１．４)である。プラスからマイナスに転じた業種は、建設業▲３１．２(同△１５．７)である。

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲７．１（前月水準▲１２．３）
となり、マイナス幅が５．２ポイント縮小する見通しである。

○

【２０２０年１月の売上についての状況】

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１２．８（前月水準▲１３．６）となり、
マイナス幅が０．８ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、サービス業△２１．４(同△
１２．５)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業±０．０(同▲１４．
２)、建設業▲６．２(同▲１０．５)、卸小売業▲２６．９(同▲２９．１)である。
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２０１９年 ２０２０年
８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 30.0 ▲ 32.3 ▲ 45.7 ▲ 28.1 ▲ 26.0 ▲ 20.0 ▲ 14.2 ( ▲ 19.1 )

建　　　 設 ▲ 10.5 ▲ 21.0 ▲ 20.0 ▲ 31.5 ▲ 10.5 ▲ 37.5 ▲ 18.7 ( ▲ 26.3 )

製　　　 造 ▲ 35.7 ▲ 46.6 ▲ 50.0 ▲ 30.7 ▲ 7.1 ▲ 7.1 ▲ 7.1 ( ▲ 7.1 )

卸 ・ 小売 ▲ 43.4 ▲ 39.1 ▲ 77.2 ▲ 30.7 ▲ 54.1 ▲ 34.6 ▲ 30.7 ( ▲ 33.3 )

サ ー ビ ス ▲ 28.5 ▲ 21.4 ▲ 28.5 ▲ 15.3 ▲ 18.7 △ 14.2 △ 14.2 ( ±0.0 )

【２０２０年１月の採算についての状況】

○ １月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲２０．０（前月水準▲２６．０）となり、
マイナス幅が６．０ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じた業種は、サービス業△１４．２(同▲１
８．７)である。マイナス幅が縮小した業種は、卸小売業▲３４．６(同▲５４．１)である。変らない業種
は、製造業▲７．１(同▲７．１)である。マイナス幅が拡大した業種は、建設業▲３７．５(同▲１０．５)
である。

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１４．２（前月水準▲１９．
１）であり、マイナス幅が４．９ポイント縮小する見通しである。

○

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、サービス業△１４．２(同±
０．０)である。マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、建設業▲１８．７(同▲２６．
３)、卸小売業▲３０．７(同▲３３．３)である。変らない見通しの業種は、製造業▲７．１(同▲７．１)で
ある。

先行き見通し

　　２０２０年１月の採算ＤＩ値（前年同月比）の推移
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○

２０１９年 ２０２０年
８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 25.7 ▲ 36.6 ▲ 47.1 ▲ 28.1 ▲ 32.8 ▲ 31.4 ▲ 22.8 ( ▲ 27.3 )

建　　　 設 ▲ 21.0 ▲ 21.0 ▲ 40.0 ▲ 31.5 ▲ 26.3 ▲ 31.2 ▲ 18.7 ( ▲ 31.5 )

製　　　 造 ▲ 21.4 ▲ 33.3 ▲ 57.1 ▲ 30.7 ▲ 28.5 ▲ 35.7 ▲ 28.5 ( ▲ 7.1 )

卸 ・ 小売 ▲ 30.4 ▲ 47.8 ▲ 45.4 ▲ 30.7 ▲ 33.3 ▲ 23.0 ▲ 23.0 ( ▲ 37.5 )

サ ー ビ ス ▲ 28.5 ▲ 42.8 ▲ 50.0 ▲ 15.3 ▲ 43.7 ▲ 42.8 ▲ 21.4 ( ▲ 25.0 )

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲２２．８（前月水準▲２７．
３）となり、マイナス幅が４．５ポイント縮小する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、卸小
売業▲２３．０(同▲３７．５)、建設業▲１８．７(同▲３１．５)、サービス業▲２１．４(同▲２５．０)であ
る。マイナス幅が拡大する見通しの業種は、製造業▲２８．５(同▲７．１)である。

先行き見通し

【２０２０年１月の仕入単価についての状況】

○ １月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲３１．４（前月水準▲３２．８）となり、
マイナス幅が１．４ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲２
３．０(同▲３３．３)、サービス業▲４２．８(同▲４３．７)である。マイナス幅が拡大した業種は、幅の
大きい順に、製造業▲３５．７(同▲２８．５)、建設業▲３１．２(同▲２６．３)である。

　　２０２０年１月の仕入単価ＤＩ値（前年同月比）の推移
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○

２０１９年 ２０２０年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 △ 25.7 △ 30.9 △ 24.2 △ 19.7 △ 24.6 △ 28.5 △ 24.2 ( △ 28.7 )

建　　　 設 △ 42.1 △ 42.1 △ 40.0 △ 31.5 △ 42.1 △ 43.7 △ 43.7 ( △ 42.1 )

製　　　 造 △ 21.4 △ 26.6 △ 21.4 △ 15.3 △ 21.4 △ 35.7 △ 21.4 ( △ 28.5 )

卸 ・ 小売 △ 21.7 △ 26.0 △ 22.7 △ 15.3 △ 12.5 △ 19.2 △ 19.2 ( △ 25.0 )

サ ー ビ ス △ 14.2 △ 28.5 △ 7.1 △ 15.3 △ 25.0 △ 21.4 △ 14.2 ( △ 18.7 )

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、△２４．２（前月水準△２８．
７）となり、プラス幅が４．５ポイント縮小する見通しである。

先行き見通し

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、建設業△４３．７(同△４２．
１）である。プラス幅が縮小する見通しの業種は、幅の大きい順に、製造業△２１．４(同△２８．５)、
卸小売業△１９．２(同△２５．０)、サービス業△１４．２(同△１８．７)である。

　　２０２０年１月の従業員ＤＩ値（前年同月比）の推移

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、△２８．５（前月水準△２４．６）となり、
プラス幅が３．９ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大した業種は、幅の大きい順に、製造業△３５．７
(同△２１．４)、卸小売業△１９．２(同△１２．５)、建設業△４３．７(同△４２．１)である。プラス幅が縮
小した業種は、サービス業△２１．４(同△２５．０)である。

【２０２０年１月の従業員についての状況】

○
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２０１９年 ２０２０年
８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月～４月 ( １月～３月 )

全　産　業 ▲ 11.4 ▲ 9.8 ▲ 17.1 ▲ 12.6 ▲ 8.2 ▲ 15.7 ▲ 10.0 ( ▲ 8.2 )

建　　　 設 ▲ 5.2 ▲ 5.2 ▲ 5.0 ▲ 10.5 ▲ 10.5 ▲ 31.2 ▲ 18.7 ( ▲ 15.7 )

製　　　 造 ±0.0 ±0.0 ▲ 7.1 ±0.0 △ 7.1 ±0.0 △ 7.1 ( ±0.0 )

卸 ・ 小売 ▲ 30.4 ▲ 21.7 ▲ 31.8 ▲ 26.9 ▲ 16.6 ▲ 23.0 ▲ 19.2 ( ▲ 12.5 )

サ ー ビ ス ±0.0 ▲ 7.1 ▲ 21.4 ±0.0 ▲ 6.2 ±0.0 ±0.0 ( ±0.0 )
　

先行き見通し

２０２０年１月の資金繰りＤＩ値（前年同月比）の推移

【２０２０年１月の資金繰りについての状況】

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１５．７（前月水準▲８．２）となり、マ
イナス幅が７．５ポイント拡大した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナス幅が縮小した業種は、サービス業±０．０(同▲６．２)で
ある。プラス幅が縮小した業種は、製造業±０．０(同△７．１)である。マイナス幅が拡大した業種
は、幅の大きい順に、建設業▲３１．２(同▲１０．５)、卸小売業▲２３．０(同▲１６．６)である。

向こう３ヶ月（２月から４月）の先行き見通しについては、全産業では、▲１０．０（前月水準▲８．２）
となり、マイナス幅が１．８ポイント拡大する見通しである。

業種別では、前月水準と比べて、プラス幅が拡大する見通しの業種は、製造業△７．１(同±０．０)
である。変らない見通しの業種は、サービス業±０．０(同±０．０)である。マイナス幅が拡大する見
通しの業種は、幅の大きい順に、卸小売業▲１９．２(同▲１２．５)、建設業▲１８．７(同▲１５．７)で
ある。

○

○

▲ 40.0
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▲ 10.0

±0.0

△ 10.0

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ＤＩ値

月別

２０２０年１月の資金繰りDＩ値の推移

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

▲ 40.0 ▲ 30.0 ▲ 20.0 ▲ 10.0 ±0.0 △ 10.0

全 産 業

建 設

製 造

卸 ・ 小売

サ ー ビ ス

ＤＩ値

産業別 ２０２０年１月の資金繰り

１月



全産業 建設 製造 卸･小売 サービス
８月 ▲ 28.5 ▲ 10.5 ▲ 42.8 ▲ 47.8 ▲ 7.1
９月 ▲ 18.3 ▲ 10.5 ▲ 40.0 ▲ 21.7 ±0.0

１０月 ▲ 34.2 ▲ 20.0 ▲ 28.5 ▲ 59.0 ▲ 21.4
１１月 ▲ 25.3 ▲ 10.5 ▲ 38.4 ▲ 42.3 ±0.0
１２月 ▲ 26.0 ▲ 10.5 ▲ 42.8 ▲ 41.6 ▲ 6.2

１月 ▲ 17.1 ▲ 31.2 ▲ 14.2 ▲ 26.9 △ 14.2
見通し ▲ 15.7 ▲ 18.7 ▲ 7.1 ▲ 30.7 △ 7.1

　見通しは今月の水準と比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ

「新型コロナウイルスの影響でマスク、消毒関係が売れて品薄」（大型小売店）、「新型コロナウイルスは夏前まで引きずるだろう」
（不動産賃貸業）、「新型コロナウイルスの拡散による経済影響がすごく心配」（不動産賃貸・管理業）、「新型コロナウイルスによる売
上影響は今のところ出ていない」（各種商品小売業）、「米中経済戦争の一部解除進展の中、経済を震撼させる新型肺炎問題は、日
本経済に劇薬のごとく効いてくるか」（投資顧問）との声が寄せられた。

【卸小売業】からは、「正月休みが長く売上減少するが、人件費は不変の為、採算減少。形状やデザインを少し変えて
値上げする小物製品が多くなった。また、４月よりプラスチック用品の値上げ申請がある」（飲食料品小売業）、「自転
車、徒歩のお客様が多い為、大きなセール時の雨が売上に影響した」（大型小売店）、「衣料業界は近年に無い落込
み。気候か増税か。特にコートは全滅。インナーは落ち込みが少なかった」（婦人・子供服小売業）、「１００円ショップや
ホームセンターに飽きている方の来店が多くなっている。特に昨年からＳＮＳに広告を出しているので、３０歳代の女性
のお客様が目立つ」（書籍・文房具小売業）、「冬物が売れず暖冬の影響が出ている」（各種商品小売業）、「正月明けは
売上が好調だったが、成人の日が過ぎてから急激に落ち込んだ」（洋菓子店）、「１月は天気に恵まれ全体的に良かっ
た」（洋菓子店）などのコメントが寄せられた。

.

◎新型コロナウイルス

.

【サービス業】からは、「食材の中でも特に魚類が値上がりした」（酒場・ビヤホール）、「全体的に景気が鈍化しているよ
うな雰囲気があり、先行きが心配」（日本料理）、「高齢者の資産売却、相続を受けた方からの売却相談が多い。また、
若年夫婦のマイホーム購入の引き合いも安定。賃貸アパートや賃貸店舗の需要も少しずつ出ている」（不動産管理
業）、「多くの会員からオリンピックのアイディアを募る等、一団となる事を考えるべき」（不動産賃貸業）、「つくばＴＸ沿線
では、部屋タイプによって需給の強弱が出ている印象」（不動産賃貸・管理業）、「とにかく人手不足。先日の帝国データ
バンクの発表では、人手不足により生産性が低下し、発注元から受注を止められた結果の倒産が多いと出ていた」（酒
場・ビヤホール）などのコメントが寄せられた。

「消費増税の必要性や効果を、議論すべき人達にもっと議論してほしい」（畳工事請負・畳製造販売業）、「キャッシュレス還元の影響
か金額の大きい買い物の８０％近くがカード決済となり、現金売上を逆転した」（飲食料品小売業）、「増税後、景況停滞。人手不足
や後継者がいない等、複雑な要素あり」（電気工事業）、「消費増税後、売上が伸びず、販売管理費（運賃等）も値上げ要求が続いて
いる。利益が少なくなり業績が伸び悩んでいる。さらにコストカットをしていかないと厳しい状況」（食料・飲料卸売業）、「消費増税の
影響は現状無いと考える」（百貨店）、「１月は消費増税の重みが高額商品に効き、住宅、自転車等の大きな減少が見られた」（投資
顧問）との声が寄せられた。

◎消費増税

【製造業】からは、「売上減少の為、付加価値の高い商品を事業の柱として取り組みたい」（印刷業）、「主に中国、韓国
の弱電メーカー向けに材料を供給している輸出関連企業の出荷が、一時の極端な落ち込みから立ち直りつつある。し
かし、イランとアメリカの緊迫した状況や中国経済の不透明さを考えると、再び落ち込むと懸念。自然災害や世界的な
紛争等、業績に影響を及ぼす出来事が多く発生しており、先行きが不安」（自動車付属品製造業）、「今期の始まりの売
上は前期の納期契約が伸びた分の事であり、楽観できない」（印刷業）などのコメントが寄せられた。

【２０２０年１月の調査結果のポイント】

１月の全産業合計のＤＩ値(前年同月比ベース、以下同じ)は、▲１７．１（前月水準▲２６．０)となり、マイナス
幅が８．９ポイント縮小した。

業種別では、前月水準と比べて、マイナスからプラスに転じた業種は、サービス業△１４．２(同▲６．２)であ
る。マイナス幅が縮小した業種は、幅の大きい順に、製造業▲１４．２(同▲４２．８)、卸小売業▲２６．９(同
▲４１．６)である。マイナス幅が拡大した業種は、建設業▲３１．２(同▲１０．５)である。

≪全産業ＤＩは改善するが建設業のみマイナス幅拡大。先行きも改善を見込むが、不透明感は強い≫

【建設業】からは、「働き方改革により、日曜日の施行禁止等で作業日数が減少。天候にも左右され、作業員不足も続
き、毎日慌ただしい割には売上減少。仕入単価は上げ止まり、施工単価は下がっている業況。人手不足の為、突発的
な仕事は断るしかない」（職別工事業）などのコメントが寄せられた。



前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 12.8 ▲ 7.1 ▲ 20.0 ▲ 14.2 ▲ 31.4 ▲ 22.8 △ 28.5 △ 24.2
建　　　設 ▲ 31.2 ▲ 6.2 ▲ 37.5 ▲ 18.7 ▲ 31.2 ▲ 18.7 △ 43.7 △ 43.7
製　　　造 ▲ 7.1 ±0.0 ▲ 7.1 ▲ 7.1 ▲ 35.7 ▲ 28.5 △ 35.7 △ 21.4
卸 ・小売 ▲ 23.0 ▲ 26.9 ▲ 34.6 ▲ 30.7 ▲ 23.0 ▲ 23.0 △ 19.2 △ 19.2
サービス △ 21.4 △ 21.4 △ 14.2 △ 14.2 ▲ 42.8 ▲ 21.4 △ 21.4 △ 14.2

前年比 先行き 前年比 先行き
全  業  種 ▲ 17.1 ▲ 15.7 ▲ 15.7 ▲ 10.0
建　　　設 ▲ 31.2 ▲ 18.7 ▲ 31.2 ▲ 18.7
製　　　造 ▲ 14.2 ▲ 7.1 ±0.0 △ 7.1

卸 ・小売 ▲ 26.9 ▲ 30.7 ▲ 23.0 ▲ 19.2
サービス △ 14.2 △ 7.1 ±0.0 ±0.0

従業員

業況 資金繰り

売上高（受注・出荷） 採算 仕入単価



　　　　　　　　　　

　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　　　

【従業員ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が△２８．５に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が△２２．
５で柏の方がプラス幅が６．０ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」の
方が良い業種は、建設業、製造業であり、製造業は１０ポイント以上良い。
「柏の景気」の方が悪い業種は、卸小売業、サービス業である。

【資金繰りＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１５．７に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲１１．
８で柏の方がマイナス幅が３．９ポイント大きい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、製造業、サービス業であり、１０ポイント以上良い。「柏
の景気」の方が悪い業種は、建設業、卸小売業であり、建設業は１０ポイン
ト以上悪い。

【採算ＤＩ】

【仕入単価ＤＩ】

全産業合計では、「柏の景気」が▲２０．０に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲２２．
９で柏の方がマイナス幅が２．９ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、製造業、サービス業であり、１０ポイント以上良い。「柏
の景気」の方が悪い業種は、建設業、卸小売業であり、建設業は１０ポイン
ト以上悪い。

全産業合計では、「柏の景気」が▲３１．４に対し、「ＣＣＩ-ＬＯＢＯ」が▲３５．
３で柏の方がマイナス幅がポイント３．９ポイント小さい。業種別では、「柏
の景気」の方が良い業種は、建設業、卸小売業であり、建設業は１０ポイン
ト以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、製造業、サービス業である。

２０２０年１月ＣＣＩ‐ＬＯＢＯとの比較

【業況ＤＩ】 全産業合計では、「柏の景気」が▲１７．１に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲２６．
８で柏の方がマイナス幅が９．７ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、製造業、卸小売業、サービス業であり、１０ポイント以
上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業であり、１０ポイント以上悪
い。

【売上ＤＩ】
全産業合計では、「柏の景気」が▲１２．８に対し、「ＣＣＩ‐ＬＯＢＯ」が▲２０．
３で柏の方がマイナス幅が７．５ポイント小さい。業種別では、「柏の景気」
の方が良い業種は、製造業、卸小売業、サービス業であり、製造業、サー
ビス業は１０ポイント以上良い。「柏の景気」の方が悪い業種は、建設業で
あり、１０ポイント以上悪い。



【２０２０年１月業種別業界内トピックス】

業種別 概　　　　　　　　　　　　況 トピック 業種
増税後、景況停滞。人手不足や後継者がいない等、複雑な要素あり。 消費増税

景気停滞
人手不足

電気工事業

働き方改革により、日曜日の施行禁止、月に一度の土日の現場休止、１７時以降の作
業禁止等、作業日数が減少。稼働時間も減少しており、天候にも左右される。作業員
不足が続き、毎日慌ただしい割には売上減少。現場入場も登録した人しかできない
が、登録事務作業の人員も不足。仕入単価は上げ止まり、施工単価は下がっている。
人手不足の為、突発的な仕事は断っている状況。

働き方改革
売上減少
人手不足

職別工事業

消費増税の必要性や効果を、議論すべき人たちにもっと議論してほしい。 消費増税 畳工事請負・畳製造販売業

売上が減っている今般、付加価値の高い商品を事業の柱として取り組みたいところで
ある。

売上減少
付加価値

印刷業

主に中国、韓国の弱電メーカー向けに材料を供給している輸出関連企業の出荷が一
時の極端な落ち込みから立ち直り、元に戻りつつある。しかし、イランとアメリカの緊迫
した状況や中国経済の不透明さを考えると、再び出荷が落ち込むことが懸念される。
ここのところ自然災害や世界的な紛争等、一企業の努力ではどうにもならない出来事
が多く発生しており、先行き不安である。

先行き不透明 自動車付属品製造業

今期の始まりの売上は前期の納期契約が伸びた分の事であり、楽観できるものでは
ない。 売上増加も楽観視できず 印刷業

正月休みが長く売上減少するが、人件費は不変の為、採算減少。形状やデザインを
ちょっと変えて値上げする小物製品が多くなった。また、４月よりヘルメット、書類ケー
スといったプラスチック用品の値上げ申請がある。普段、現金支払い５％オフセールを
実施しているが、キャッシュレス５％還元の影響か金額の大きい買い物の８０％近くが
カード決済となり、現金売上に逆転した。

採算減少
キャッシュレス還元事業

飲食料品小売業

衣料業界は近年に無い落込み。気候か増税か。昨年、並みに売上があったメーカー
も全くなし。特にコートは全滅。暖かったのでインナーは落ち込みが少なかった。 売上減少 婦人・子供服小売業

自転車、徒歩のお客様が多い為、天候が売上に影響。特に大きなセールの時に雨が
多かった。新型コロナウイルスの影響でマスク、消毒関係が売れて品薄。

売上減少
天候の影響

新型コロナウイルス
大型小売店

２～４月まで売上がピークになる。
先行き売上増加見込み 書籍・文房具小売業

消費税率引き上げの影響は現状無いと考える。
消費増税 百貨店

１００円ショップやホームセンターに飽きている方の来店が多くなっている。特に昨年か
らＳＮＳに広告を出しているので、３０歳代の女性のお客様が目立つ。 ＳＮＳ効果 書籍・文房具小売業

売上は前年並み。新型コロナウイルスによる売上影響は今のところ出ていない。
新型コロナウイルス 各種商品小売業

冬物が売れず暖冬の影響が出ている。 天候の影響
売上減少

各種商品小売業

正月明けは売上が好調だったが、成人の日が過ぎてから急激に落ち込んだ。
売上減少 洋菓子店

消費増税後、売上が伸びず、販売管理費価格（運賃等）も値上げ要求が続いている。
利益が少なくなる中、業績が伸び悩んでいる。さらに、コストカットをしていかないと厳
しい状況である。

売上減少
経費増加

食料・飲料卸売業

1月は天気に恵まれ全体的に良かった。
売上増加 洋菓子店

食材の中でも特に魚類が値上がりした。
経費増加 酒場・ビヤホール

全体的に景気が鈍化しているような雰囲気があり、先行きが心配。
先行き不透明 日本料理

高齢者の資産売却、相続を受けた方からの売却相談が多い。また、若年夫婦のマイ
ホーム購入の引き合いも安定。賃貸アパートや賃貸店舗の需要も少しずつ出てきてい
る。

売上安定 不動産管理業

多くの会員からオリンピックのアイディアを募る等、一団となる事を考えるべき。新型コ
ロナウイルスは夏前まで引きずる。 新型コロナウイルス 不動産賃貸業

賃貸市場は繁忙期入りで動きはいまのところ通年通り。つくばＴＸ沿線では、部屋タイ
プによって需給の強弱が出ている印象。目先では、やはり新型コロナウイルスの拡散
による経済影響がすごく心配。

新型コロナウイルス 不動産賃貸・管理業

とにかく人手不足が続いている。先日の帝国データバンクが発表した倒産情報では、
人手不足による生産性低下で、発注元から受注を止められた結果の倒産が多いと出
ている。

人手不足 酒場・ビヤホール

米中経済戦争の一部解除進展の中、中国発、経済を霊感させる新型肺炎問題はまさ
に日本経済に劇薬のごとく効いてくるか。１月は消費税の重みが高額商品に効き、住
宅自転車等の大きな減少が見られた。また、サービス業界でも客単価の低下とギャッ
プする人件費の高騰により難しい運営に。

新型コロナウイルス
消費増税

投資顧問

建設業

製造業

卸小売業

サービス業



「消費増税の必要性や効果を、議論すべき人達にもっと議論してほしい」
（畳工事請負・畳製造販売業）、「キャッシュレス還元の影響か金額の大
きい買い物の８０％近くがカード決済となり、現金売上を逆転した」（飲食
料品小売業）、「増税後、景況停滞。人手不足や後継者がいない等、複
雑な要素あり」（電気工事業）、「消費増税後、売上が伸びず、販売管理
費（運賃等）も値上げ要求が続いている。利益が少なくなり業績が伸び
悩んでいる。さらにコストカットをしていかないと厳しい状況」（食料・飲料
卸売業）、「消費増税の影響は現状無いと考える」（百貨店）、「１月は消
費増税の重みが高額商品に効き、住宅、自転車等の大きな減少が見ら
れた」（投資顧問）との声が寄せられた。

「新型コロナウイルスの影響でマスク、消毒関係が売れて品薄」（大型小
売店）、「新型コロナウイルスは夏前まで引きずるだろう」（不動産賃貸
業）、「新型コロナウイルスの拡散による経済影響がすごく心配」（不動産
賃貸・管理業）、「新型コロナウイルスによる売上影響は今のところ出て
いない」（各種商品小売業）、「米中経済戦争の一部解除進展の中、経済
を震撼させる新型肺炎問題は、日本経済に劇薬のごとく効いてくるか」
（投資顧問）との声が寄せられた。

.
.

◎新型コロナウイルス

◎消費増税



特に好調 好調 まあまあ 不振 極めて不振
DI≧50 50＞DI≧25 25＞DI≧0 0＞DI≧▲25 ▲25＞DI

業況DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 17.1 ▲ 31.2 ▲ 14.2 ▲ 26.9  14.2

▲ 26.8 ▲ 10.4 ▲ 31.1 ▲ 38.0 ▲ 23.4

売上DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 12.8 ▲ 31.2 ▲ 7.1 ▲ 23.0  21.4

▲ 20.3 ▲ 10.1 ▲ 25.7 ▲ 29.2 ▲ 14.1

採算DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 20.0 ▲ 37.5 ▲ 7.1 ▲ 34.6  14.2

ik
▲ 22.9 ▲ 13.3 ▲ 29.0 ▲ 27.8 ▲ 19.9

仕入単価DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 31.4 ▲ 31.2 ▲ 35.7 ▲ 23.0 ▲ 42.8

▲ 35.3 ▲ 44.6 ▲ 31.7 ▲ 31.7 ▲ 37.9

従業員DI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

 28.5  43.7  35.7  19.2  21.4

22.5 39.1 10.1 22.7 25.7

資金繰りDI 全産業 建設 製造 卸小売 サービス

▲ 15.7 ▲ 31.2 ±0.0 ▲ 23.0 ±0.0

▲ 11.8 ▲ 4.3 ▲ 13.2 ▲ 15.0 ▲ 13.4

柏の景気

２０２０年１月の柏の景気天気図
柏の景気情報と全国CCI‐LOBOとの比較

景気天気図

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

柏の景気

CCI―LOBO

CCI―LOBO

CCI―LOBO

柏の景気

CCI―LOBO

柏の景気



  

 3 調査期間：2020年1月16日～22日 
 
調査対象：全国の336商工会議所が2,627企業 
     にヒアリング調査を実施 

Ｃ Ｃ Ｉ － Ｌ Ｏ Ｂ Ｏ 
商 工 会 議 所 早 期 景 気 観 測（１月速報） 

全 

国 

の 

業 

況 

業
況
Ｄ
Ｉ
は
䣍
４
カ
月
ぶ
り
の
改

善
も
先
行
き
は
䣍
回
復
の
力
強
さ
欠

き
䣍
慎
重
な
見
方
崩
れ
ず 

 

１
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ

Ｉ
は
䣍
▲
２
６
䥼
８
と
䣍
前
月
か
ら

＋
２
䥼
６
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
䣎
都
市

部
の
再
開
発
を
中
心
と
す
る
民
間

工
事
が
堅
調
な
建
設
業
や
䣍
米
中

貿
易
摩
擦
・
中
国
経
済
減
速
の
影

響
が
あ
る
も
の
の
䣍
半
導
体
関
連

に
持
ち
直
し
の
動
き
が
見
ら
れ
始

め
た
製
造
業
に
加
え
䣍
年
末
年
始

の
長
期
連
休
に
よ
り
好
調
な
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
需
要
の
恩

恵
を
受
け
た
サ
䤀
ビ
ス
業
䣍
小
売

業
の
業
況
感
が
改
善
し
た
䣎
一
方
䣍

根
強
い
消
費
者
の
節
約
志
向
や
記

録
的
な
暖
冬
に
よ
る
冬
物
商
材
の

不
振
䣍
深
刻
な
人
手
不
足
や
人
件

費
の
上
昇
䣍
原
油
価
格
の
行
方
䣍
世

界
経
済
の
先
行
き
不
透
明
感
を
指

摘
す
る
声
も
多
く
䣍
中
小
企
業
の

業
況
改
善
に
向
け
た
動
き
は
力
強

さ
を
欠
い
て
い
る
䣎 

先
行
き
に
つ
い
て
は
䣍
先
行
き

見
通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
２
６
䥼
９
䥹
今
月

比
▲
０
䥼
１
ポ
イ
ン
ト
䥺
と
悪
化
を

見
込
む
䣎
個
人
消
費
拡
大
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光
需
要
拡

大
䣍
補
正
予
算
な
ど
経
済
対
策
へ

の
期
待
感
が
う
か
が
え
る
䣎
一
方
䣍

消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
や
䣍
人

件
費
の
上
昇
や
受
注
機
会
の
損
失

な
ど
人
手
不
足
の
深
刻
化
の
影
響
䣍

原
油
価
格
を
含
む
原
材
料
費
の
上

昇
䣍
コ
ス
ト
増
加
分
の
価
格
転
嫁
の

遅
れ
䣍
貿
易
摩
擦
や
世
界
経
済
の
動

向
䣍
日
韓
情
勢
の
行
方
な
ど
不
透
明

感
が
増
す
中
䣍
中
小
企
業
の
業
況
感

は
慎
重
な
姿
勢
が
続
く
䣎 

 

○
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特
徴

的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
䣎 

 

産
業
別
に
み
る
と
䣍
今
月
の
業
況

Ｄ
Ｉ
は
前
月
に
比
べ
䣍
サ
䤀
ビ
ス
業

は
横
ば
い
䣍
そ
の
他
の
業
種
は
改
善

し
た
䣎
各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特

徴
的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と
お

り
䣎 

 

䣗
建
設
業
䣘䣓
国
土
強
靭
化
計
画

に
基
づ
き
公
共
工
事
に
は
大
型
予

算
が
つ
き
䣍
好
況
を
維
持
し
て
い

る
䣎
今
後
は
民
間
工
事
に
期
待
し
て

い
る
が
䣍
米
中
貿
易
摩
擦
が
製
造
業

に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
䣍
受
注
し

て
い
た
工
場
の
建
設
工
事
が
昨
年

か
ら
延
期
さ
れ
た
ま
ま
に
な
䣬
て

い
る
䣔䥹
一
般
工
事
業
䥺䣍䣓
民
間
工

事
を
中
心
に
受
注
量
は
確
保
し
て

い
る
が
䣍
人
手
不
足
は
深
刻
で
付
き

合
い
の
あ
る
他
県
の
業
者
に
作
業

員
を
派
遣
し
て
も
ら
い
䣍
な
ん
と
か

こ
な
し
て
い
る
状
態
䣎
現
状
以
上 

の
受
注
は
見
送
ら
ざ
る
を
え
ず
䣍
売

上
が
伸
び
な
い
䣎
ま
た
䣍
人
件
費
の

負
担
が
大
き
く
䣍
採
算
が
と
れ
な

い
現
場
も
出
て
き
て
お
り
䣍
厳
し

い
状
況
が
続
く
䣔䥹
土
木
工
事
業
䥺 

 

䣗
製
造
業
䣘䣓
多
品
種
少
量
生
産

の
ニ
䤀
ズ
に
で
き
る
限
り
対
応

し
䣍
売
上
を
維
持
し
て
き
た
が
䣍
最

近
さ
ら
に
小
口
の
注
文
が
増
え
䣍

今
後
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
䣎

米
中
貿
易
摩
擦
が
落
ち
着
き 

始

め
た
と
思
䣬
た
矢
先
に
中
東
情
勢

が
緊
迫
化
し
䣍
冬
場
の
消
費
量
が

多
い
燃
料
の
価
格
高
騰
を
懸
念
し

て
い
る
䣔䥹
陶
磁
器
製
造
業
䥺䣍䣓
中

国
向
け
に
輸
出
し
て
い
る
取
引
先

企
業
の
出
荷
量
が
一
時
の
極
端
な

落
ち
込
み
か
ら
回
復
し
た
た
め
受

注
が
伸
び
䣍
売
上
は
改
善
し
た
䣎
し

か
し
䣍
中
国
経
済
の
不
透
明
さ
や

不
安
定
な
中
東
情
勢
を
踏
ま
え
る

と
䣍
今
後
䣍
再
び
業
績
が
落
ち
込
む

こ
と
も
予
想
さ
れ
䣍
先
行
き
に
対

す
る
不
安
感
は
拭
え
な
い
䣔䥹
自
動

車
・
附
属
品
製
造
業
䥺 

 
䣗
卸
売
業
䣘䣓
社
員
の
努
力
も
あ

り
䣍
特
に
都
市
部
の
営
業
所
で
受

注
が
伸
び
た
た
め
昨
年
度
の
実
績

を
上
回
る
売
上
を
記
録
し
䣍
採
算

も
改
善
し
た
䣎
し
か
し
䣍
仕
入
れ
先

の
大
手
製
造
メ
䤀
カ
䤀
の 
業
績

不
振
が
続
い
て
お
り
䣍
今
後
の
影

響
を
懸
念
し
て
い
る
䣔䥹
建
築
材
料

卸
売
業
䥺䣍䣓
平
均
気
温
が
平
年
を

上
回
る
暖
冬
傾
向
が
続
い
た
た

め
䣍
葉
物
野
菜
や
重
量
野
菜
な
ど

あ
ら
ゆ
る
冬
野
菜
の
生
育
が
進
み
䣍

相
場
価
格
が
下
落
し
て
い
る
ほ
か
䣍

鍋
物
向
け
を
中
心
に
引
き
合
い
が

鈍
く
䣍
売
上
が
伸
び
な
い
䣎
農
家
も

豊
作
貧
乏
の
状
態
に
な
䣬
て
い
る

が
䣍
し
ば
ら
く
こ
の
状
況
が
続
く
見

込
み
䣔䥹
農
産
物
卸
売
業
䥺 

 

䣗
小
売
業
䣘䣓
１
月
２
日
か
ら
営
業

を
開
始
し
䣍
福
袋
の
販
売
な
ど
初
売

り
商
戦
に
対
応
し
た
䣎
年
始
か
ら
穏

や
か
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
た
め
初

詣
や
初
売
り
に
出
か
け
る
人
が
多

く
䣍
賑
わ
い
が
あ
り
䣍 

昨
年
よ
り

も
客
足
が
好
調
で
売
上
が
伸
び
た
䣎

消
費
税
率
引
上
げ
後
の
消
費
の
冷

え
込
み
が
少
し
ず
つ
戻
䣬
て
き
た

印
象
も
あ
る
䣔䥹
化
粧
品
小
売
業
䥺䣍

䣓
年
明
け
か
ら
福
袋
の
販
売
と
お

歳
暮
ギ
フ
ト
セ
䣹
ト
の
処
分
セ
䤀

ル
を
行
い
䣍
今
年
の
福
袋
は
軽
減
税

率
が
適
用
さ
れ
る
食
料
品
を
増
や

す
な
ど
工
夫
を
し
た
䣎
暖
冬
の
影
響

で
冬
物
商
材
の
動
き
が
鈍
く
䣍
特
に

コ
䤀
ト
類
な
ど
の
重
衣
料
品
の
販

売
不
振
が
続
き
䣍
全
体
と
し
て
は
昨

年
に
比
べ
売
上
が
落
ち
込
ん
だ
䣔

䥹
百
貨
店
䥺 

 

䣗
サ
䤀
ビ
ス
業
䣘䣓
規
模
縮
小
が

決
ま
䣬
た
も
の
の
雪
ま
つ
り
等
の

イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
䣍
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
中
心
に
観
光
需
要
は
堅
調
だ
が
䣍

中
国
で
発
生
し
た
新
型
肺
炎
の
影

全国・産業別業況ＤＩの推移 
｢見通し｣は当月水準に比較した向こう3ヶ月の先行き見通しＤＩ 

 全産業 建 設 製 造 卸 売 小 売 ｻｰﾋﾞｽ 
８月 ▲ 21.0 ▲  9.5 ▲ 23.1 ▲ 25.2 ▲ 31.1 ▲ 15.9 

９月 ▲ 20.0 ▲  4.8 ▲ 21.1 ▲ 30.6 ▲ 27.5 ▲ 17.1 

１０月 ▲ 24.1 ▲  7.9 ▲ 25.3 ▲ 26.9 ▲ 38.6 ▲ 20.4 

１１月 ▲ 26.8 ▲  6.9 ▲ 28.5 ▲ 29.4 ▲ 42.4 ▲ 23.8 

１２月 ▲ 29.4 ▲ 12.8 ▲ 35.8 ▲ 31.4 ▲ 40.4 ▲ 23.9 

１月 ▲ 26.8 ▲ 10.4 ▲ 31.1 ▲ 28.9 ▲ 38.0 ▲ 23.4 

見通し ▲ 26.9 ▲ 15.4 ▲ 30.0 ▲ 25.5 ▲ 35.9 ▲ 24.9 

 

響
を
懸
念
䣔䥹
旅
行
業
䥺䣍䣓
日
本
人

の
ス
キ
䤀
客
は
減
少
し
て
い
る
が
䣍

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
伸
び
て
お

り
䣍
単
価
も
上
昇
し
て
い
る
䣎
し
か

し
䣍
記
録
的
な
雪
不
足
に
よ
り
䣍
繁

忙
期
の
ス
キ
䤀
シ
䤀
ズ
ン
に
も 

関

わ
ら
ず
予
約
の
キ
䣺
ン
セ
ル
が
相

次
い
で
い
る
䣎
２
月
は
昨
年
の
１
䥼

２
倍
の
予
約
が
入
䣬
て
い
る
が
䣍
ま

と
ま
䣬
た
雪
が
降
ら
な
け
れ
ば
䣍
今

後
も
苦
戦
が
続
き
そ
う
䣔䥹
宿
泊
業
䥺 



 調査期間 : 2020年1月28日～2月14日 
 
調査対象：柏市内156事業所及び組合に 

ヒアリング、回答数70件 
 

柏 の 景 気 情 報 
（１月の調査結果のポイント） 

柏 

市 

の 

業 

況 

全
産
業
Ｄ
Ｉ
は
改
善
す
る
が

建
設
業
の
み
マ
イ
ナ
ス
幅
拡

大
䣎
先
行
き
も
改
善
を
見
込
む

が
䣍
不
透
明
感
は
強
い 

 

１
月
の
全
産
業
合
計
の
Ｄ
Ｉ

値(
前
年
同
月
比
ベ
䤀
ス
䣍
以
下

同
じ)
は
䣍
▲
１
７
䥼
１
䥹
前
月
水

準
▲
２
６
䥼
０)

と
な
り
䣍
マ
イ
ナ

ス
幅
が
８
䥼
９
ポ
イ
ン
ト
縮
小
し

た
䣎 業

種
別
で
は
䣍
前
月
水
準
と
比

べ
て
䣍
マ
イ
ナ
ス
か
ら
プ
ラ
ス
に

転
じ
た
業
種
は
䣍
サ
䤀
ビ
ス
業
△

１
４
䥼
２(

同
▲
６
䥼
２)

で
あ
る
䣎

マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
た
業
種

は
䣍
幅
の
大
き
い
順
に
䣍
製
造
業

▲
１
４
䥼
２(

同
▲
４
２
䥼
８)

䣍

卸
小
売
業
▲
２
６
䥼
９(

同
▲
４

１
䥼
６)

で
あ
る
䣎
マ
イ
ナ
ス
幅
が

拡
大
し
た
業
種
は
䣍
建
設
業
▲
３

１
䥼
２(

同
▲
１
０
䥼
５)

で
あ
る
䣎 

 

䣗
建
設
業
䣘
か
ら
は
䣍䣓
働
き
方

改
革
に
よ
り
䣍
日
曜
日
の
施
行
禁

止
等
で
作
業
日
数
が
減
少
䣎
天
候

に
も
左
右
さ
れ
䣍
作
業
員
不
足
も

続
き
䣍
毎
日
慌
た
だ
し
い
割
に
は

売
上
減
少
䣎
仕
入
単
価
は
上
げ
止

ま
り
䣍
施
工
単
価
は
下
が
䣬
て
い

る
業
況
䣎
人
手
不
足
の
為
䣍
突
発
的

な
仕
事
は
断
る
し
か
な
い
䣔䥹
職
別

工
事
業
䥺
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄

せ
ら
れ
た
䣎 

 

䣗
製
造
業
䣘
か
ら
は
䣍䣓
売
上
減

少
の
為
䣍
付
加
価
値
の
高
い
商
品

を
事
業
の
柱
と
し
て
取
り
組
み
た

い
䣔䥹
印
刷
業
䥺䣍䣓
主
に
中
国
䣍
韓

国
の
弱
電
メ
䤀
カ
䤀
向
け
に
材
料

を
供
給
し
て
い
る
輸
出
関
連
企
業

の
出
荷
が
䣍
一
時
の
極
端
な
落
ち

込
み
か
ら
立
ち
直
り
つ
つ
あ
る
䣎

し
か
し
䣍
イ
ラ
ン
と
ア
メ
リ
カ
の

緊
迫
し
た
状
況
や
中
国
経
済
の
不

透
明
さ
を
考
え
る
と
䣍
再
び
落
ち

込
む
と
懸
念
䣎
自
然
災
害
や
世
界

的
な
紛
争
等
䣍
業
績
に
影
響
を
及

ぼ
す
出
来
事
が
多
く
発
生
し
て
お

り
䣍
先
行
き
が
不
安
䣔䥹
自
動
車
付

属
品
製
造
業
䥺䣍䣓
今
期
の
始
ま
り

の
売
上
は
前
期
の
納
期
契
約
が
伸

び
た
分
の
事
で
あ
り
䣍
楽
観
で
き

な
い
䣔䥹
印
刷
業
䥺
な
ど
の
コ
メ
ン

ト
が
寄
せ
ら
れ
た
䣎 

 

 

䣗
卸
小
売
業
䣘
か
ら
は
䣍䣓
正
月

休
み
が
長
く
売
上
減
少
す
る
が
䣍

人
件
費
は
不
変
の
為
䣍
採
算
減
少
䣎

形
状
や
デ
ザ
イ
ン
を
少
し
変
え
て

値
上
げ
す
る
小
物
製
品
が
多
く
な

䣬
た
䣎
ま
た
䣍
４
月
よ
り
プ
ラ
ス
チ

䣹
ク
用
品
の
値
上
げ
申
請
が
あ

る
䣔䥹
飲
食
料
品
小
売
業
䥺䣍䣓
自
転

車
䣍
徒
歩
の
お
客
様
が
多
い
為
䣍
大

き
な
セ
䤀
ル
時
の
雨
が
売
上
に
影

響
し
た
䣔䥹
大
型
小
売
店
䥺䣍䣓
衣
料

業
界
は
近
年
に
無
い
落
込
み
䣎
気

候
か
増
税
か
䣎
特
に
コ
䤀
ト
は
全

滅
䣎
イ
ン
ナ
䤀
は
落
ち
込
み
が
少

な
か
䣬
た
䣔䥹
婦
人
・
子
供
服
小
売

業
䥺䣍䣓
１
０
０
円
シ
䣼
䣹
プ
や
ホ

䤀
ム
セ
ン
タ
䤀
に
飽
き
て
い
る
方

の
来
店
が
多
く
な
䣬
て
い
る
䣎
特

に
昨
年
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
広
告
を
出

し
て
い
る
の
で
䣍
３
０
歳
代
の
女

性
の
お
客
様
が
目
立
つ
䣔䥹
書
籍
・

文
房
具
小
売
業
䥺䣍䣓
冬
物
が
売
れ

ず
暖
冬
の
影
響
が
出
て
い
る
䣔䥹
各

種
商
品
小
売
業
䥺䣍䣓
正
月
明
け
は

売
上
が
好
調
だ
䣬
た
が
䣍
成
人
の

日
が
過
ぎ
て
か
ら
急
激
に
落
ち
込

ん
だ
䣔䥹
洋
菓
子
店
䥺䣍䣓
１
月
は
天

気
に
恵
ま
れ
全
体
的
に
良
か
䣬

た
䣔䥹
洋
菓
子
店
䥺
な
ど
の
コ
メ
ン

ト
が
寄
せ
ら
れ
た
䣎 

 

䣗
サ
䤀
ビ
ス
業
䣘
か
ら
は
䣍䣓
食

材
の
中
で
も
特
に
魚
類
が
値
上
が

り
し
た
䣔䥹
酒
場
・
ビ
ヤ
ホ
䤀
ル
䥺䣍

䣓
全
体
的
に
景
気
が
鈍
化
し
て
い

る
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
り
䣍
先
行

き
が
心
配
䣔䥹
日
本
料
理
䥺䣍䣓
高
齢

者
の
資
産
売
却
䣍
相
続
を
受
け
た

方
か
ら
の
売
却
相
談
が
多
い
䣎
ま

た
䣍
若
年
夫
婦
の
マ
イ
ホ
䤀
ム
購

入
の
引
き
合
い
も
安
定
䣎
賃
貸
ア

パ
䤀
ト
や
賃
貸
店
舗
の
需
要
も
少

し
ず
つ
出
て
い
る
䣔䥹
不
動
産
管
理

業
䥺䣍䣓
多
く
の
会
員
か
ら
オ
リ
ン

ピ
䣹
ク
の
ア
イ
デ
䣵
ア
を
募
る

等
䣍
一
団
と
な
る
事
を
考
え
る
べ

き
䣔䥹
不
動
産
賃
貸
業
䥺䣍䣓
つ
く
ば

Ｔ
Ｘ
沿
線
で
は
䣍
部
屋
タ
イ
プ
に

よ
䣬
て
需
給
の
強
弱
が
出
て
い
る

印
象
䣔䥹
不
動
産
賃
貸
・
管
理
業
䥺䣍

䣓
と
に
か
く
人
手
不
足
䣎
先
日
の

帝
国
デ
䤀
タ
バ
ン
ク
の
発
表
で

は
䣍
人
手
不
足
に
よ
り
生
産
性
が

低
下
し
䣍
発
注
元
か
ら
受
注
を
止

め
ら
れ
た
結
果
の
倒
産
が
多
い
と

出
て
い
た
䣔䥹
酒
場
・
ビ
ヤ
ホ
䤀
ル
䥺

な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

た
䣎 

 １
月
の
景
気
キ
䤀
ワ
䤀
ド 

◎
消
費
増
税 

䣓
消
費
増
税
の
必
要
性
や
効
果

を
䣍
議
論
す
べ
き
人
達
に
も
䣬
と

議
論
し
て
ほ
し
い
䣔䥹
畳
工
事
請

負
・
畳
製
造
販
売
業
䥺䣍䣓
キ
䣺
䣹

シ
䣻
レ
ス
還
元
の
影
響
か
金
額
の

大
き
い
買
い
物
の
８
０
％
近
く
が

カ
䤀
ド
決
済
と
な
り
䣍
現
金
売
上

を
逆
転
し
た
䣔䥹
飲
食
料
品
小
売

業
䥺䣍䣓
増
税
後
䣍
景
況
停
滞
䣎
人

手
不
足
や
後
継
者
が
い
な
い
等
䣍

複
雑
な
要
素
あ
り
䣔䥹
電
気
工
事

業
䥺䣍䣓
消
費
増
税
後
䣍
売
上
が
伸

び
ず
䣍
販
売
管
理
費
䥹
運
賃
等
䥺

も
値
上
げ
要
求
が
続
い
て
い
る
䣎

利
益
が
少
な
く
な
り
業
績
が
伸
び

悩
ん
で
い
る
䣎
さ
ら
に
コ
ス
ト
カ
䣹

ト
を
し
て
い
か
な
い
と
厳
し
い
状

況
䣔䥹
食
料
・
飲
料
卸
売
業
䥺䣍䣓
消
費

増
税
の
影
響
は
現
状
無
い
と
考
え

る
䣔䥹
百
貨
店
䥺䣍䣓
１
月
は
消
費
増
税

の
重
み
が
高
額
商
品
に
効
き
䣍
住

宅
䣍
自
転
車
等
の
大
き
な
減
少
が
見

ら
れ
た
䣔䥹
投
資
顧
問
䥺
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
䣎 

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

䣓
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
マ
ス
ク
䣍
消
毒
関
係
が
売
れ
て
品

薄
䣔䥹
大
型
小
売
店
䥺䣍䣓
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
夏
前
ま
で
引
き
ず
る
だ
ろ

う
䣔䥹
不
動
産
賃
貸
業
䥺䣍䣓
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
拡
散
に
よ
る
経
済
影
響

が
す
ご
く
心
配
䣔䥹
不
動
産
賃
貸
・
管
理

業
䥺䣍䣓
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

売
上
影
響
は
今
の
と
こ
ろ
出
て
い
な

い
䣔䥹
各
種
商
品
小
売
業
䥺䣍䣓
米
中
経
済

戦
争
の
一
部
解
除
進
展
の
中
䣍
経
済
を

震
撼
さ
せ
る
新
型
肺
炎
問
題
は
䣍
日
本

経
済
に
劇
薬
の
ご
と
く
効
い
て
く
る

か
䣔䥹
投
資
顧
問
䥺
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
䣎 

 全
国
の
商
工
会
議
所
早
期
景
気
観
測
調

査(CCI-LOBO)

と
の
比
較 

 

全
産
業
合
計
で
は
䣍䣓
柏
の
景
気
䣔
が

▲
１
７
䥼
１
に
対
し
䣍䣓
Ｃ
Ｃ
Ｉ‐

Ｌ
Ｏ

Ｂ
Ｏ
䣔
が
▲
２
６
䥼
８
で
柏
の
方
が
マ

イ
ナ
ス
幅
が
９
䥼
７
ポ
イ
ン
ト
小
さ

い
䣎
業
種
別
で
は
䣍䣓
柏
の
景
気
䣔
の
方

が
良
い
業
種
は
䣍
製
造
業
䣍
卸
小
売
業
䣍

サ
䤀
ビ
ス
業
で
あ
り
䣍
１
０
ポ
イ
ン
ト

以
上
良
い
䣎䣓
柏
の
景
気
䣔
の
方
が
悪
い

業
種
は
䣍
建
設
業
で
あ
り
䣍
１
０
ポ
イ

ン
ト
以
上
悪
い
䣎 

柏の景気情報・産業別業況ＤＩ 

 全産業 建設 製造 卸･小売 ｻｰﾋﾞｽ 

８月 ▲28.5 ▲10.5 ▲42.8 ▲47.8 ▲ 7.1 

９月 ▲18.3 ▲10.5 ▲40.0 ▲21.7 ± 0.0 

１０月 ▲34.2 ▲20.0 ▲28.5 ▲59.0 ▲21.4 

１１月 ▲25.3 ▲10.5 ▲38.4 ▲42.3 ± 0.0 

１２月 ▲26.0 ▲10.5 ▲42.8 ▲41.6 ▲ 6.2 

１月 ▲17.1 ▲31.2 ▲14.2 ▲26.9 △14.2 

見通し ▲15.7 ▲18.7 ▲ 7.1 ▲30.7 △ 7.1 

「見通し」は今月の水準と比較した向こう 3 ヶ月の先行き見通しＤＩ 


